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  昇ift:因 つ て得7こ ろ亜鉛 及 び ヵ ド ミウム内
  に於 け る微 結 晶配列 に就 て
                        山 本 利 道
         化學研 究所 講演 集 第一輯 99頁
 從來我々は肉眼若 くは顯微鏡で見て完全な結晶形を有するものは輩一結晶ε考へて
差支へ無 しε信 じて居ナこのであつナこ。亜鉛叉はカドミウムを昇華 して、顯微鏡的に完
全な結晶形を持つ其等の金騒を製作 し、それぞれのX線 干渉圖形を撮つてFutc。 圖形
には當然 ラウヱ班鮎の現れる事が最初想像せ られた所である。然 るに事實は之に反 し





ε考へて居る結晶であつても、其の内構を瞼査 して見 るε決 して輩一繕晶Sは 云はれ
ない揚合が多々ある事が決定出來ナこ謬である。




 然るに此の際亜鉛に蹄因するデバ イーハル環 εカドミウムによつて生するそれεは
少 しく趣 を異にして居 る。即前者は多数班貼の集合であり、後者は連綾的である。此
の相違は明かに亜鉛及びカ ドミウムの微結晶塊の大小によるのであつて.亜 鉛の微結
晶塊はカ ドミウムのそれ よりも著 しく大であるε考へなければな らぬ。
 終 りに臨んで此の實験に際 し有盒なる御助言を賜つた近重、吉田爾歎授並びに革田
秀樹博士に封 して甚深の謝意を捧ける次第である。
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